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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）ディスプレ
イ装置において、
　前記ディスプレイ装置の動作を行うためのディスプレイパネルを含む複数のコンポーネ
ントと、
　電源供給部と、
　前記電源供給部から供給される入力電圧を整流する整流部であり、前記入力電圧の力率
を補償するＰＦＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｆａｃｔｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）部を含む、整流
部と、
　前記整流部で整流された入力電圧のレベルを変換し、前記複数のコンポーネントに共通
して提供する電圧レベル変換部と、
　前記複数のコンポーネントの動作状態に応じて、前記ＰＦＣ部のオン／オフを制御する
制御部と、
　を含み、
　前記制御部は、
　　ディスプレイパネルがデータ電圧チャージング動作を行う間には、前記ＰＦＣ部をオ
フさせ、
　　前記ディスプレイパネルが発光動作を行う間には、前記ＰＦＣ部をオンさせる、
　ＯＬＥＤディスプレイ装置。
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【請求項２】
　前記電圧レベル変換部は、
　前記ＰＦＣ部の出力直流電圧のレベルをディスプレイパネル駆動のための電圧レベルに
変換して、前記複数のコンポーネントに共通して提供することを特徴とする請求項１に記
載のＯＬＥＤディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記ディスプレイパネルは、
　前記ＯＬＥＤを含む複数の画素で構成されることを特徴とする請求項２に記載のＯＬＥ
Ｄディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記ディスプレイパネルに提供された直流電圧のレベルを検出し、
　前記検出された直流電圧のレベルが第１電圧レベルである場合、データ電圧チャージン
グ動作を行うと判断し、前記ＰＦＣ部をオフさせ、
　前記検出された直流電圧のレベルが第２電圧レベルである場合、発光動作を行うと判断
し、前記ＰＦＣ部をオンさせることを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤディスプレイ
装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記データ電圧チャージング区間が終了する時点を基準として予め設定された時間の前
に前記ＰＦＣ部をオンさせることを特徴とする請求項４に記載のＯＬＥＤディスプレイ装
置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記ＰＦＣ部がオフされた状態で、前記ＰＦＣ部の出力電圧が予め設定されたレベル以
下である場合、前記予め設定された時間に至っていると判断し、前記ＰＦＣ部をオンさせ
ることを特徴とする請求項５に記載のＯＬＥＤディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記複数の画素に走査信号を提供する走査駆動部と、
　前記複数の画素にデータ信号を提供するデータ駆動部と、
　前記ディスプレイパネルに駆動電圧を提供する電圧駆動部と
　を更に含むことを特徴とする請求項３に記載のＯＬＥＤディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記複数のコンポーネントは、
　ディスプレイパネルと、オーディオアンプと、通信インターフェースモジュールおよび
サブマイクロコンピュータのうち、少なくとも何れか一つを含むことを特徴とする請求項
１に記載のＯＬＥＤディスプレイ装置。
【請求項９】
　ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）で構成され
た複数の画素を含むディスプレイパネルに電源を供給するための方法において、
　ＰＦＣ部を用いて入力電圧の力率を補償するステップと、
　前記補償により出力された直流電圧の大きさを変換して前記ディスプレイパネルに提供
するステップと、
　前記ディスプレイパネルの動作状態に応じて、前記ＰＦＣ部のオン／オフを制御するス
テップと、
　を含み、
　前記制御するステップは、
　　前記ディスプレイパネルがデータ電圧チャージング動作を行う間、前記ＰＦＣ部をオ
フさせるステップと、
　　前記ディスプレイパネルが発光動作を行う間、前記ＰＦＣ部をオンさせるステップと
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、
　を含む、電源供給方法。
【請求項１０】
　前記制御するステップは、
　前記ディスプレイパネルに提供された直流電圧のレベルを検出するステップを更に含み
、
　前記検出された直流電圧のレベルが第１電圧レベルである場合、データ電圧チャージン
グ動作を行うと判断し、前記ＰＦＣ部をオフさせ、前記検出された直流電圧のレベルが第
２電圧レベルである場合、発光動作を行うと判断し、前記ＰＦＣ部をオンさせることを特
徴とする請求項９に記載の電源供給方法。
【請求項１１】
　前記制御するステップは、
　前記データ電圧チャージング区間が終了する時点から予め設定された時間の前に前記Ｐ
ＦＣ部をオンさせることを特徴とする請求項９に記載の電源供給方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源供給装置、電源供給方法およびＯＬＥＤディスプレイ装置に関し、より
詳細には、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を
含むディスプレイ装置およびその電源供給方法に関する、
【背景技術】
【０００２】
　電子技術の発達により、多様な電子製品が開発および普及されている。特に、テレビ、
携帯電話、パソコン、ノートパソコン、ＰＤＡ等のような各種ディスプレイ装置は、多く
の一般家庭でも使用されている。
【０００３】
　従来のディスプレイ装置は、液晶表示装置を用いて多様な映像を表示してきた。このよ
うな従来の液晶表示装置は、自発光表示装置ではないため、光源としてバックライトユニ
ットを使用する。
【０００４】
　通常、ディスプレイ装置は、外部から印加される１１０［Ｖ］または２００［Ｖ］の常
用電圧を整流してディスプレイ装置に備えられた各電力消耗部品に提供する。一方、バッ
クライトユニットは、他の電力消耗部品より高い駆動電圧が要求されるため、ディスプレ
イ装置はバックライトユニットに電源を供給するためのメインＤＣ／ＤＣコンバータと他
の部品に電源を供給するためのサブＤＣ／ＤＣコンバータを別途に備えなければならなか
った。
【０００５】
　それにより、従来の液晶表示装置は、更なる費用がかかり、ディスプレイ装置の薄型化
および軽量化に制限的であるという問題があった。更に、従来の液晶表示装置は、バック
ライトを必要とするため、重いだけでなく、厚くなり、応答速度が遅いというデメリット
があった。
【０００６】
　一方、最近では、液晶表示装置を対処する次世代映像表示装置として、有機電界発光表
示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＯＬＥＤ）
が開発されている。このような有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって、
光を発光する有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ：ＯＬＥＤ）を用いて画像を表示する。
【０００７】
　ここで、有機電界発光表示装置に使用される有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）は、アノ
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ードとカソード、およびこれらの間に形成された発光層を含み、有機電界発光ダイオード
は、アノードからカソードの方向に電流が流れると、発光層において光を発し、電流量の
変化に応じて光の量が異なるよう輝度を表現する。
【０００８】
　上述の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を用いた有機電界発光表示装置は、優れた色再
現性と薄さ等の様々なメリットにより、応用分野で携帯電話用の他にも、ＰＤＡやＭＰ３
プレーヤ等にその市場が大きく広がっている。
【０００９】
　このようなＯＬＥＤを用いた有機電界発光表示装置に対する駆動方式は、大きく、受動
マトリクス（Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ）方式と能動マトリクス（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍ
ａｔｒｉｘ）方式とがある。まず、受動マトリクス方式は正極と負極を直交するように形
成し、選択された負極ラインと正極ラインに電流を印加して駆動する方式である。そして
、能動マトリクス方式は、薄型トランジスタ（ＴＦＴ）とキャパシタを各ピクセル内に集
積してキャパシタ容量に応じて電圧を保持させる駆動方式である。
【００１０】
　以下、図１を参照して、通常のＯＬＥＤ単位画素で構成された有機電界発光表示装置を
能動マトリクス方式を用いて駆動する駆動過程を説明する。
【００１１】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置を能動マトリクス方式を通じて駆動する回路図で
ある。
【００１２】
　図１に示すように、従来の有機電界発光表示装置は、スキャン配線（ＳＬ）とデータ配
線（ＤＬ）とが交差するように構成され、ゲートがスキャン配線（ＳＬ）と接続され、ソ
ースがデータ配線（ＤＬ）と接続されるスイッチングトランジスタ（Ｔ１）と、ゲートが
スイッチングトランジスタ（Ｔ１）のドレインと接続され、ソースが第１電源（ＥＬＶＤ
Ｄ）に接続される駆動トランジスタ（Ｔ２）と、駆動トランジスタ（Ｔ２）のソースとゲ
ートとの間に構成されるキャパシタ（Ｃ）と、駆動トランジスタ（Ｔ２）のドレインとア
ノードが接続され、カソードは第２電源（ＥＬＶＳＳ）に接続されるＯＬＥＤで構成され
る。
【００１３】
　そして、回路動作は、スイッチングトランジスタ（Ｔ１）がターンオンされると、デー
タ電圧が駆動トランジスタ（Ｔ２）のゲート電極に印加され、データ電圧に応じて駆動ト
ランジスタ（Ｔ２）を通じてＯＬＥＤに電流が流れて発光してディスプレイし、キャパシ
タ（Ｃ）によって一定時間ゲート電極に印加されるデータ電圧を保持するようになる。
【００１４】
　このようなＯＬＥＤの場合、低電圧や高電流の特性を有するため、従来の一般的な電源
供給部（例えば、ＳＭＰＳ（Ｓｗｉｃｈ　Ｍｏｄｅ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｕｐｐｌｙ）をその
まま適用すると、高い電力効率を達成することができないという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】韓国特開第２００５－０１０４６１１号公報
【特許文献２】韓国特許登録第１０－０８９４６０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、ＯＬＥＤを含むディスプレイパネルと他の電力消耗部品に同一のレベルの電圧を印加
するディスプレイ装置およびその電源供給方法を提供することにある。
【００１７】
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　更に本発明のもう一つの目的は、データ電圧チャージング区間、発光区間にＰＦＣ部の
ＯＮ／ＯＦＦ制御することにより、電力効率を向上させる電源供給装置、電源供給方法お
よびディスプレイ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係るＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉ
ｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）ディスプレイ装置において、前記ディスプレイ
装置の動作を行うための複数のコンポーネントと、電源供給部と、前記電源供給部から供
給される入力電圧を整流する整流部と、前記整流部で整流された入力電圧のレベルを変換
し、前記複数のコンポーネントに共通して提供する電圧レベル変換部とを含む。
【００１９】
　そして、前記整流部は、前記入力電圧の力率を補償するＰＦＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｆａｃｔ
ｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）部を含んでよい。
【００２０】
　なお、前記電圧レベル変換部は、前記ＰＦＣ部の出力直流電圧のレベルをディスプレイ
パネル駆動のための電圧レベルに変換して、前記複数のコンポーネントに共通して提供し
てよい。
【００２１】
　そして、前記ディスプレイパネルは、前記ＯＬＥＤを含む複数の画素で構成されてよい
。
【００２２】
　なお、前記複数のコンポーネントの動作状態に応じて、前記ＰＦＣ部のオン／オフを制
御する制御部を更に含んでよい。
【００２３】
　そして、前記制御部は、前記ディスプレイパネルがデータ電圧チャージング動作を行う
間には、前記ＰＦＣ部をオフさせ、前記ディスプレイパネルが発光動作を行う間には、前
記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００２４】
　なお、前記制御部は、前記ディスプレイパネルに提供された直流電圧のレベルを検出し
、前記検出された直流電圧のレベルが第１電圧レベルである場合、データ電圧チャージン
グ動作を行うと判断し、前記ＰＦＣ部をオフさせ、前記検出された直流電圧のレベルが第
２電圧レベルである場合、発光動作を行うと判断し、前記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００２５】
　そして、前記制御部は、前記データ電圧チャージング区間が終了する時点を基準として
予め設定された時間の前に前記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００２６】
　なお、前記制御部は、前記ＰＦＣ部がオフされた状態で、前記ＰＦＣ部の出力電圧が予
め設定されたレベル以下である場合、前記予め設定された時間に至っていると判断し、前
記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００２７】
　そして、前記複数の画素に走査信号を提供する走査駆動部と、前記複数の画素にデータ
信号を提供するデータ駆動部と、前記ディスプレイパネルに駆動電圧を提供する電圧駆動
部とを更に含んでよい。
【００２８】
　なお、前記複数のコンポーネントは、ディスプレイパネルと、オーディオアンプと、通
信インターフェースモジュールおよびサブマイクロコンピュータのうち、少なくとも何れ
か一つを含んでよい。
【００２９】
　一方、上述の目的を達成するための本発明の一実施形態に係るＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）で構成された複数の画素を含むディス
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プレイパネルに電源を供給するための電源供給装置において、前記電源供給装置は、入力
電圧の力率を補償するＰＦＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｆａｃｔｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）部と
、前記ＰＦＣ部の出力直流電圧の大きさを変換して前記ディスプレイパネルに提供するＤ
Ｃ／ＤＶコンバータと、前記ディスプレイパネルの動作状態に応じて、前記ＰＦＣ部のオ
ン／オフを制御する制御部とを含む。
【００３０】
　そして、前記制御部は、前記ディスプレイパネルがデータ電圧チャージング動作を行う
間、前記ＰＦＣ部をオフさせ、前記ディスプレイパネルが発光動作を行う間、前記ＰＦＣ
部をオンさせてよい。
【００３１】
　なお、前記制御部は、前記ディスプレイパネルに提供された直流電圧のレベルを検出し
、前記検出された直流電圧のレベルが第１電圧レベルである場合、データ電圧チャージン
グ動作を行うと判断し、前記ＰＦＣ部をオフさせ、前記検出された直流電圧のレベルが第
２電圧レベルである場合、発光動作を行うと判断し、前記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００３２】
　そして、前記制御部は、前記データ電圧チャージング区間が終了する時点を基準として
予め設定された時間の前に前記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００３３】
　なお、前記制御部は、前記ＰＦＣ部がオフされた状態で、前記ＰＦＣ部の出力電圧が予
め設定されたレベル以下である場合、前記予め設定された時間に至っていると判断し、前
記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００３４】
　一方、上述の目的を達成するための本発明の一実施形態に係るＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）で構成された複数の画素を含むディス
プレイパネルに電源を供給するための方法において、前記方法は、ＰＦＣ部を用いて入力
電圧の力率を補償するステップと、前記補償により出力された直流電圧の大きさを変換し
て前記ディスプレイパネルに提供するステップと、前記ディスプレイパネルの動作状態に
応じて、前記ＰＦＣ部のオン／オフを制御するステップとを含む。
【００３５】
　そして、前記制御するステップは、前記ディスプレイパネルがデータ電圧チャージング
動作を行う間、前記ＰＦＣ部をオフさせるステップと、前記ディスプレイパネルが発光動
作を行う間、前記ＰＦＣ部をオンさせるステップとを含んでよい。
【００３６】
　なお、前記制御するステップは、前記ディスプレイパネルに提供された直流電圧のレベ
ルを検出するステップを更に含み、前記検出された直流電圧のレベルが第１電圧レベルで
ある場合、データ電圧チャージング動作を行うと判断し、前記ＰＦＣ部をオフさせ、前記
検出された直流電圧のレベルが第２電圧レベルである場合、発光動作を行うと判断し、前
記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００３７】
　そして、前記制御するステップは、前記データ電圧チャージング区間が終了する時点か
ら予め設定された時間の前に前記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【００３８】
　なお、前記制御するステップは、前記ＰＦＣ部がオフされた状態で、前記ＰＦＣ部の出
力電圧が予め設定されたレベル以下である場合、前記予め設定された時間に至っていると
判断し、前記ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【発明の効果】
【００３９】
　以上説明したように、本発明によれば、有機発光ダイオードを含むディスプレイパネル
および他の電力消耗部品に一つのＤＣ／ＤＣコンバータを用いて同一のレベルの電圧を印
加し、ディスプレイ装置に備えられた各モジュールを駆動することができる。更に、本発



(7) JP 6334087 B2 2018.5.30

10

20

30

40

50

明を通じて、データ電圧チャージング区間、発光区間にＰＦＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｆａｃｔｏ
ｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）部のＯＮ／ＯＦＦ制御することにより、電力効率を向上させ
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】従来の有機電界発光表示装置を能動マトリクス方式を通じて駆動する回路図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態に係るＯＬＥＤディスプレイ装置のブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るＰＦＣ部の動作特性を示すタイミング図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るディスプレイ装置の細部構成を示すブロック図である
。
【図５】本発明の一実施形態に係るディスプレイパネルのＲＧＢ画素の回路構成図である
。
【図６】本発明の一実施形態に係るＯＬＥＤで構成される複数のＲＧＢ画素を含むディス
プレイパネルに電源を供給する電源供給装置のブロック図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る電源供給装置からＯＬＥＤで構成された複数の画素を
含むディスプレイパネルを備えたディスプレイ装置に電源を供給する方法のフローチャー
トである。
【図８】本発明の一実施形態に係る電源供給装置からディスプレイ装置に電源を供給する
方法に対する細部フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００４２】
　図２は、本発明の一実施形態に係るＯＬＥＤディスプレイ装置のブロック図である。
【００４３】
　図２に示すように、ＯＬＥＤディスプレイ装置は、電源供給部２１０と、整流部２２０
と、電圧レベル変換部２３０と、複数のコンポーネント２４０－１、２、…、ｎおよび制
御部２５０を含む。このようなＯＬＥＤディスプレイ装置は、テレビや携帯電話、ＰＤＡ
、ノートパソコン、モニタ、タブレットパソコン、電子書籍、デジタルフォトフレーム、
コンピュータ・キヨスク等のように、ディスプレイユニットを備えた多様な装置で実現さ
れてよい。
【００４４】
　電源供給部２１０は、ディスプレイ装置の駆動のための電圧を供給する。このような電
源供給部２１０は、外部から入力される交流電圧を用いて、ディスプレイ装置を構成する
各コンポーネント２４０－１、２、…、ｎに電源を供給することができる。
【００４５】
　整流部２２０は、電源供給部２１０から供給される入力電圧を整流する。具体的に、整
流部２２０は、電源供給部２１０から入力される交流電圧を直流電圧に整流して電圧レベ
ル変換部２３０に伝達する。このような整流部２２０は、整流回路（図示せず）およびＰ
ＦＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｆａｃｔｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）部２２１を含んでよい。即ち
、整流部２２０は、整流回路（図示せず）およびＰＦＣ部２２１を介して電源供給部２１
０から入力される交流電圧である入力電圧の力率を補償する。具体的に、電源供給部２１
０から交流電圧が入力されると、整流回路（図示せず）は、入力された交流電圧を直流電
圧に整流する。その後、ＰＦＣ部２２１は、整流された直流電圧の力率を補償して電圧レ
ベル変換部２３０に出力することができ、ＰＦＣ部２２１の出力は、通常４００Ｖ程度で
あってよい。
【００４６】
　更に、ＰＦＣ部２２１は、ディスプレイ装置に供給される電力の効率を向上させるため
に節電回路を追加したものとして、瞬間的なパワー漏れのおそれがあるトランス、安定器
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のような構成に供給される電力を調整することができる。即ち、ＰＦＣ部２２１は、電力
消費量を減少させ、電流が熱に切り替わって温度が上昇することを遮断することにより、
電力効率を向上させることができる。具体的に、ＰＦＣ部２２１は、インダクタやダイオ
ード、キャパシタ、スイッチング手段を含んで構成されてよい。ここで、インダクタとキ
ャパシタは、ダイオードの両端に各々接続され、スイッチング手段はインダクタとダイオ
ードの接点に接続されてよい。このようなスイッチング手段は、トランジスタとして使用
されてよい。このようなＰＦＣ部２２１の具体的な回路図は、周知技術であるため、本発
明においては詳細な説明および回路図は省略する。なお、本発明に係るＰＦＣ部２２１は
、ブーストトポロジー（Ｂｏｏｓｔ　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ）であってよい。
【００４７】
　電圧レベル変換部２３０は、整流部２２０で整流された入力電圧、即ち、直流電圧のレ
ベルを変換し、複数のコンポーネント２４０－１、２、…、ｎに共通して提供する。この
ような電圧レベル変換部２３０は、ＤＣ／ＤＣコンバータ（図示せず）を備えることがで
き、備えられたＤＣ／ＤＣコンバータ（図示せず）を介して整流部２２０から入力された
直流電圧を予め設定されたレベルを有する直流電圧に変換して出力する。
【００４８】
　具体的に、電圧レベル変換部２３０は、整流部２２０から入力された直流電圧をディス
プレイパネル駆動のための電圧レベルに変換し、複数のコンポーネント２４０－１、２、
…、ｎに共通して提供することができる。ここで、ディスプレイパネルは、自発光素子を
含む複数の画素で構成されてよい。ここで、自発光素子は、有機発光ダイオード（Ｏｒｇ
ａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ、以下ＯＬＥＤという）で実現さ
れてよい。
【００４９】
　通常、有機電界発光表示装置は、有機物質の発光を用いたＯＬＥＤを用いた表示装置と
して、行列形態で配列されたＮ＊Ｍの有機発光セルを電圧駆動または電流駆動して映像を
表示することができる。ここで、有機発光セルは、ダイオード特性を有するため、ＯＬＥ
Ｄとも呼ばれ、アノード、有機薄膜、カソード電極層の構造を有する。このようなＯＬＥ
Ｄは、約１２～１５Ｖの低い駆動電圧で駆動可能な特徴を有している。従って、本発明に
係るディスプレイパネル駆動のための電圧レベルは、ディスプレイパネルの画素を構成す
るＯＬＥＤの駆動のための電圧レベル（１２～１５Ｖ）であってよい。即ち、電圧レベル
変換部２３０は、ＯＬＥＤ駆動のための電圧レベルを有する直流電圧を複数のコンポーネ
ント２４０－１、２、…、ｎに同様に提供する。
【００５０】
　複数のコンポーネント２４０－１、２、…、ｎは、ディスプレイ装置の動作を行うもの
として、例えば、ディスプレイパネル、オーディオアップ、インターフェースモジュール
、通信インターフェースモジュールおよびサブマイクロコンピュータのうち、少なくとも
一つを含んでよい。
【００５１】
　本発明の追加的な様態により、ディスプレイ装置はディスプレイ装置の各構成に対する
動作の全般を制御する制御部２５０を更に含んでよい。このような制御部２５０は、複数
のコンポーネント２４０－１、２、…、ｎの動作状態に応じて、整流部２２０のＰＦＣ部
２２１のオン／オフを制御する。具体的に、制御部２５０は、ディスプレイパネルがデー
タ電圧チャージング動作を行う間には、ＰＦＣ部２２１をオフさせ、ディスプレイパネル
が発光動作を行う間には、ＰＦＣ部２２１をオンさせることができる。
【００５２】
　なお、制御部２５０は、ディスプレイパネルに提供された直流電圧のレベルを検出し、
検出された直流電圧のレベルが第１電圧レベルである場合、データ電圧チャージング動作
を行うと判断してＰＦＣ部２２１をオフさせる。一方、検出された直流電圧のレベルが第
２電圧レベルである場合、制御部２５０は発光動作を行うと判断し、ＰＦＣ部２２１をオ
ンさせることができる。
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【００５３】
　ここで、ディスプレイパネルがデータ電圧チャージング動作を行うデータ電圧チャージ
ング区間は、有機電界発光表示装置であるディスプレイ装置の走査駆動部２８０が複数の
走査線（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）を通じて走査信号を提供してスイッチングトランジスタ
（Ｔ１）をターンオンさせ、ディスプレイ装置のデータ駆動部２７０が複数のデータライ
ン（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）を通じてデータ信号を提供し、複数の画素に含まれたキャパ
シタ（Ｃ）をチャージさせる区間であってよい。このとき、キャパシタ（Ｃ）は提供され
たデータ信号をデータ電圧で保存する。
【００５４】
　データ電圧チャージング区間の間に、電圧レベル変換部２３０でディスプレイパネルに
含まれた複数の画素に提供されるＥＬＶＤＤ電圧は第１電圧レベルであってよい。なお、
ディスプレイパネルが発光を行う発光区間は、有機電界発光表示装置であるディスプレイ
装置の走査駆動部２８０が複数の走査線（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）を通じて提供される走
査信号を遮断し、ＥＬＶＤＤを通じて一定レベルの電圧を提供し、駆動トランジスタ（Ｔ
２）がキャパシタ（Ｃ）に保存されたデータ電圧としきい電圧に対応する駆動電流を発生
してＯＬＥＤが発光する区間である。このとき、ＯＬＥＤは、駆動電流に対応して発光す
るようになる。
【００５５】
　一方、発光区間の間に電圧レベル変換部２３０でディスプレイパネルに含まれる複数の
画素に提供されるＥＬＶＤＤ電圧は第２電圧レベルであってよい。即ち、制御部２５０は
、電圧レベル変換部２３０から出力されたＥＬＶＤＤ電圧のレベルを検出し、検出された
電圧レベルが第１電圧レベルである場合、データ電圧チャージング区間であると判断する
ことができる。なお、制御部２５０は、電圧レベル変換部２３０から出力されたＥＬＶＤ
Ｄ電圧のレベルを検出し、検出された電圧レベルが第２電圧レベルである場合、発光区間
と判断してよい。
【００５６】
　上述のように、データ電圧チャージング区間と判断されると、制御部２５０は、ＰＦＣ
部２２１をオフさせ、発光区間と判断されると、ＰＦＣ部２２１をオンさせることができ
る。即ち、制御部２５０は、ＰＦＣ部２２１に含まれたスイッチング素子を制御すること
により、ＰＦＣ部２２１のオン／オフを制御することができる。
【００５７】
　上述のように、制御部２５０は、データ電圧チャージング区間にＰＦＣ部２２１をオフ
させることにより、データ電圧チャージング区間の間に、ＰＦＣ部２２１に消耗される電
力の分だけ得することができる。このように、本願発明はデータ電圧チャージング区間に
は、ＯＬＥＤに電流を提供せず、発光区間にのみＯＬＥＤに電流を提供することにより、
データ電圧チャージング区間にもＰＦＣ部２２１が動作するようになり、無駄な電力の損
失が生じる従来のディスプレイ装置の問題点を改善することができる。
【００５８】
　一方、本発明の追加的な様態により、制御部２５０はデータ電圧チャージング区間が終
了する時点を基準として予め設定された時間の前にＰＦＣ部２２１をオンさせることがで
きる。即ち、制御部２５０は、データ電圧チャージング区間の間、整流部２２０のＰＦＣ
部２２１をオフさせる。この場合、ＰＦＣ部２２１は、キャパシタ（Ｃ）を備えることが
できるため、キャパシタ（Ｃ）にチャージングされた電圧を電圧レベル変換部２３０に提
供し、それにより、ＰＦＣ部２２１のチャージング電圧のレベルは減少する。その後、発
光区間に至ると、ＰＦＣ部２２１はオンされ、それによって提供されるＰＦＣ部２２１の
出力で予め設定された電圧レベルに届く時間を知ることができる。従って、制御部２５０
は、データ電圧チャージング区間が終了する時点から予め設定された時間の前（発光区間
開始時点に電圧レベルが予め設定されたレベルが到達できるようにする時間の前）にＰＦ
Ｃ部２２１をオンさせることができる。
【００５９】
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　一方、本発明の追加的な様態により、制御部２５０はＰＦＣ部２２１がオフされた状態
で、ＰＦＣ部２２１の出力電圧が予め設定されたレベル以下である場合、予め設定された
時間に至っていると判断し、ＰＦＣ部２２１をオンさせてよい。具体的に、データ電圧チ
ャージング区間の間、ＰＦＣ部２２１の出力電圧が予め設定されたレベル（Ｖｍｉｎ）以
下である場合、ＰＦＣ部２２１をオフさせた電圧レベル変換部２３０の電力効率がＰＦＣ
部２２１をオンさせた状態で、電圧レベル変換部２３０を通過する電力効率より落ちるこ
とがある。従って、ＰＦＣ部２２１の出力電圧が予め設定されたレベル（Ｖｍｉｎ）以下
である場合、制御部２５０の制御命令に応じてＰＦＣ部２２１はオン状態でスイッチング
されてよい。
【００６０】
　これまで、本発明に係るディスプレイ装置の各構成について詳細に説明した。以下では
、図３を通じて上述したＰＦＣ部２２１の動作特性について詳細に説明する。
【００６１】
　図３は、本発明の一実施形態に係るＰＦＣ部の動作特性を示すタイミング図である。
【００６２】
　具体的に、図３に示すタイミング図は、ＥＬＶＤＤ電圧特性（ａ）、ＰＦＣ部２２１の
動作特性（ｂ）およびＰＦＣ部２２１の出力電圧（ｃ）を含んでよい。
【００６３】
　ＥＬＶＤＤ電圧特性（ａ）を参照すると、ＥＬＶＤＤ電圧は発光区間の間には、第２電
圧が印加され、データ電圧チャージング区間の間には、第１電圧レベルが印加されること
が分かる。なお、発光区間の間に印加される第２電圧レベルがデータ電圧チャージング区
間の間に印加される第１電圧レベルより電圧レベルが大きいことが分かる。
【００６４】
　データ電圧チャージング区間の間、有機電界発光表示装置であるディスプレイ装置の走
査駆動部２８０は複数の走査線（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）を通じて走査信号を提供してス
イッチングトランジスタ（Ｔ１）をターンオンさせ、ディスプレイ装置のデータ駆動部２
７０は複数のデータライン（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）を通じてデータ信号を提供し、複数
の画素に含まれたキャパシタ（Ｃ）をチャージすることができる。
【００６５】
　なお、発光区間の間、ディスプレイ装置の走査駆動部２８０は、複数の走査ライン（Ｓ
１、Ｓ２、…、Ｓｎ）を通じて提供する走査信号を遮断し、ＥＬＶＤＤを通じて一定レベ
ルの電圧を提供し、駆動トランジスタ（Ｔ２）はキャパシタ（Ｃ）に保存されたデータ電
圧としきい電圧に対応する駆動電流を発生することにより、ＯＬＥＤが発光することがで
きる。このとき、ＯＬＥＤは、駆動電流に対応して発光することが望ましい。
【００６６】
　ＰＦＣ部２２１は、動作特性（ｂ）を参照すると、ＰＦＣ部２２１は、ディスプレイパ
ネルに提供された直流電圧のレベルが第１電圧レベルであるデータ電圧チャージング区間
の間オフされ、ディスプレイパネルに提供された直流電圧のレベルが第２電圧レベルであ
る発光区間の間にはオンされることが分かる。なお、ＰＦＣ部２２１は、データ電圧チャ
ージング動作が終了する時点から予め設定された時間の前にオンされることが分かる。
【００６７】
　ＰＦＣ部２２１の出力電圧（ｃ）を参照すると、ＰＦＣ部２２１がオンになった場合、
ＰＦＣ部２２１の一定直流電圧を提供することが分かる。なお、ＰＦＣ部２２１がオフさ
れた場合、ＰＦＣ部２２１は、キャパシタ（Ｃ）を備えるため、キャパシタ（Ｃ）にチャ
ージングされた電圧を電圧レベル変換部２３０の提供し、それにより、ＰＦＣ部２２１の
チャージング電圧のレベルが減少することが分かる。
【００６８】
　ただ、ここで、ＰＦＣ部２２１の出力電圧（ｃ）は、予め設定されたレベル（Ｖｍｉｎ
）以下にならないようにすることが望ましい。即ち、データ電圧チャージング区間の間、
ＰＦＣ部２２１の出力電圧が予め設定されたレベル（Ｖｍｉｎ）以下である場合、ＰＦＣ
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部２２１をオフさせた電圧レベル変換部２３０の電力効率がＰＦＣ部２２１をオンさせた
状態で、電圧レベル変換部２３０を通過する電力効率より落ちることがある。従って、Ｐ
ＦＣ部２２１の出力電圧が予め設定されたレベル（Ｖｍｉｎ）以下である場合、ＰＦＣ部
２２１は制御部２５０の制御命令に応じて、オンにスイッチングされることが望ましい。
【００６９】
　以下では、上述の本発明の一実施形態に係る有機電界発光装置であるディスプレイ装置
の各構成について、図４を参照してより詳細に説明する。
【００７０】
　図４は、本発明の一実施形態に係るディスプレイ装置の細部構成を示すブロック図であ
る。
【００７１】
　まず、ディスプレイ装置の細部構成に対する動作説明に先立ち、図２に示すように、複
数のコンポーネント２４０－１、２、…、ｎを含んでよく、そのうち、コンポーネント２
４０－１はディスプレイパネルであってよい。従って、図４においては、コンポーネント
２４０－１をディスプレイパネル２４０－１として説明を進める。
【００７２】
　図４に示すように、ディスプレイ装置は、インターフェース部２６０と、ディスプレイ
パネル２４０－１と、制御部２５０と、データ駆動部２７０と、走査駆動部２８０および
電圧駆動部２９０を含む。
【００７３】
　通常、有機電界発光表示装置であるディスプレイ装置は、受動マトリクス（Ｐａｓｓｉ
ｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ）方式または能動マトリクス（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ）方式で
駆動されてよい。本発明においては、ディスプレイ装置が能動方式で駆動するものに基づ
いて説明を進める。または、通常、有機電界発光表示装置であるディスプレイ装置は、独
立画素方式、色変換方式（ＣＣＭ）またはカラーフィルタ方式のうち、何れか一つの方式
を用いてＲＧＢ表示を行うことができる。本発明においては、ディスプレイ装置が独立画
素方式を通じてＲＧＢを表示することに基づいて説明する。
【００７４】
　まず、インターフェース部２６０は、放送局等から放送番組コンテンツを受信するため
のチューナ、記録媒体再生装置と接続されるＤＶＩ、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉ
ｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）端子等を含んでよく、このよう
な端子を通じて外部からレッド（Ｒｅｄ）、グリーン（Ｇｒｅｅｎ）、ブルー（Ｂｌｕｅ
）の成分を有する映像信号を受信して制御部２５０に伝送する。このような映像信号が受
信されると、制御部２５０は受信された映像信号をデータ駆動部２７０に伝送する。
【００７５】
　ディスプレイパネル２４０－１は、ＯＬＥＤを含む複数の画素（以下、ＲＧＢ画素とい
う）２４１－１で構成されてよい。複数のＲＧＢ画素２４１－１は電流の流れに対応して
光を発する自発光素子、自発光素子に電流を供給するＥＬＶＤＤおよび自発光素子に供給
される電流を制御する駆動トランジスタを含んでよい。ここで、自発光素子は、ＯＬＥＤ
であってよく、各ＲＧＢ画素２４１－１は、レッド（Ｒｅｄ）ＯＬＥＤ、グリーン（Ｇｒ
ｅｅｎ）ＯＬＥＤおよびブルー（Ｂｌｕｅ）ＯＬＥＤであってよい。即ち、上述のように
、ディスプレイ装置が独立画素方式を通じてＲＧＢ表示を行う場合、ディスプレイパネル
２４０－１は、レッドＯＬＥＤ、グリーンＯＬＥＤおよびブルーＯＬＥＤを含む複数の画
素の順次の配列で構成されてよい。
【００７６】
　または、ディスプレイパネル２４０－１は、行方向に配列されて走査信号を伝達するｎ
本の走査ライン（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）と列方向に配列されてデータ信号を伝達するｍ
本のデータライン（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）を含み構成されてよい。なお、ディスプレイ
パネル２４０－１は、電圧駆動部２９０から駆動電源であるＥＬＶＤＤ電源と基底電源で
あるＥＬＶＳＳ電源を受けて駆動される。例えば、ディスプレイパネル２４０－１は、走
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査信号、データ信号、ＥＬＶＤＤ電源およびＥＬＶＳＳ電源によって複数のＲＧＢ画素２
４１－１に電流を供給することができる。従って、複数のＲＧＢ画素２４１－１は電流の
量に対応して光を発光する。
【００７７】
　データ駆動部２７０は、制御部２５０から受信したレッド、グリーンおよびブルーの成
分を有する映像信号を受信してデータ信号を生成する。なお、データ駆動部２７０は、複
数のＲＧＢ画素２４１－１のデータライン（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）と接続されて生成さ
れたデータ信号をディスプレイパネル２４０－１に印加する。
【００７８】
　走査駆動部２８０は、走査信号を生成する動作を行う構成として、走査ライン（Ｓ１、
Ｓ２、…、Ｓｎ）に接続されて走査信号をディスプレイパネル２４０－１の特定行に伝達
する。従って、走査信号が伝達された複数のＲＧＢ画素２４１－１にはデータ駆動部２７
０から出力されたデータ信号が伝達されてよい。
【００７９】
　電圧駆動部２９０は、ＰＦＣ部２２１を含む整流部２２０と電圧レベル変換部２３０を
含んでよく、このような整流部２２０および電圧レベル変換部２３０を介して生成された
駆動電圧をディスプレイパネル２４０－１に伝達する。具体的に、電圧駆動部２９０は、
図２ないし図３を通じて説明した整流部２２０および電圧レベル変換部２３０を介して生
成された直流電圧を用いて、複数のＲＧＢ画素２４１－１にＯＬＥＤ駆動電圧を供給する
ことができる。即ち、電圧駆動部２９０は、複数のＲＧＢ画素２４１－１を構成するレッ
ドＯＬＥＤ、グリーンＯＬＥＤおよびブルーＯＬＥＤの各々に対応するＥＬＶＤＤ電源お
よびＥＬＶＳＳ電源を供給することができる。
【００８０】
　具体的に、整流部２２０のＰＦＣ部２２１は、入力電圧の力率を補償して電圧レベル変
換部２３０に出力することができる。即ち、交流電圧が入力されると、整流部２２０は入
力された交流電圧を整流して直流電圧を生成する。直流電圧が生成されると、ＰＦＣ部２
２１は整流された直流電圧の力率を補償して電圧レベル変換部２３０に出力することがで
きる。
【００８１】
　電圧レベル変換部２３０は、ＰＦＣ部２２１の出力直流電圧を少なくとも一つの直流電
圧に変換する。なお、電圧レベル変換部２３０は少なくとも一つの直流電圧をディスプレ
イパネル２４０－１に提供することができる。このように、整流部２２０と電圧レベル変
換部２３０を介してディスプレイパネル２４０－１に直流電圧を提供する電源供給部２８
０は、ディスプレイパネル２４０－１を構成する複数のＲＧＢ画素２４１－１にＥＬＶＤ
Ｄ電源およびＥＬＶＳＳ電源を供給するだけでなく、ディスプレイ装置の各構成に電源を
供給することができる。
【００８２】
　一方、上述の制御部２５０は、インターフェース２６０を介して外部から入力される映
像信号を受信するだけでなく、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ
）およびメインクロック信号（ＭＣＬＫ）等を受信して映像データ信号、走査制御信号、
データ制御信号、発光制御信号等を生成してディスプレイパネル２４０－１、データ駆動
部２７０と、走査駆動部２８０および電圧駆動部２９０に伝達してよい。このような信号
の具体的構成は、当業者に自明なことであるため、詳細な説明は省略する。
【００８３】
　このように、ディスプレイ装置と各構成を制御する制御部２５０は、ディスプレイパネ
ル２４０－１の動作状態に応じて、電圧駆動部２９０の整流部２２０を制御することがで
きる。具体的に、制御部２５０は、ディスプレイパネル２４０－１がデータ電圧チャージ
ング動作を行う間には、整流部２２０に含まれたＰＦＣ部２２１をオフさせ、ディスプレ
イパネル２４０－１が発光動作を行う間には、ＰＦＣ部２２１をオンさせることができる
。即ち、制御部２５０は、電圧レベル変換部２３０から出力されたＥＬＶＤＤ電圧のレベ
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ルを検出し、検出された電圧レベルが第１電圧レベルである場合、データ電圧チャージン
グ区間と判断し、検出された電圧レベルが第２電圧レベルである場合、発光区間と判断し
てよい。
【００８４】
　このように、検出された電圧レベルに応じて、データ電圧チャージング区間或いは発光
区間と判断されると、制御部２５０は、ＰＦＣ部２２１に含まれたスイッチング素子を制
御し、ＰＦＣ部２２１をオン／オフさせることができる。
【００８５】
　なお、制御部２５０は、データ電圧チャージング区間が終了する時点から予め設定され
た時間の前にＰＦＣ部２２１をオンさせて、ＰＦＣ部２２１がオフされた状態で、ＰＦＣ
部２２１の出力電圧が予め設定されたレベル以下になると、ＰＦＣ部２２１をオンさせる
ことができる。このように、制御部２５０は、ＰＦＣ部２２１に含まれたスイッチング素
子を制御してＰＦＣ部２２１をオン／オフさせる動作を行うことにより、電圧チャージン
グ区間の間、ＰＦＣ部２２１で消耗される電力の分だけ得することができ、従来に比べて
電力効率を向上させることができる。一方、制御部２５０がＰＦＣ部２２１に含まれたス
イッチング素子を制御してＰＦＣ部２２１をオン／オフさせる動作は、図２ないし図３を
通じて詳細に説明しているため、以下では詳細な説明は省略する。
【００８６】
　一方、上述の複数のコンポーネント２４０－１、２、…、ｎは、遠隔制御装置からＩＲ
（Ｉｎｆｒａ　Ｒｅｄ）信号を受信するためのＩＲ受信モジュール等を含んでよい。この
ような複数のコンポーネント２４０－１、２、…、ｎは、電圧駆動部２９０に含まれた電
圧レベル変換部２３０から入力された直流電圧を用いて駆動される。ただ、各コンポーネ
ント２４０－１、２、…、ｎは、１.１Ｖ、１.８Ｖ、３.３Ｖ、５Ｖ等のようにＯＬＥＤ
駆動電圧より小さい電圧で駆動されてよい。この場合、各コンポーネント２４０－１、２
、…、ｎは、入力された直流電圧を降下する別途の電圧強化回路（図示せず）を備え、電
圧レベル変換部２３０から提供される電圧を使用電圧レベルに降下させることができる。
【００８７】
　一方、電圧レベル変換部２３０は、ＳＭＰＳ（Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｍｏｄｅ　Ｐｏｗ
ｅｒ　Ｓｕｐｐｌｙ）を更に含んでよい。即ち、電圧レベル変換部２３０は、ＳＭＰＳを
通じて、ＯＬＥＤ駆動電圧レベルを有する直流電圧をディスプレイパネルであるコンポー
ネント２４０－１の以外の残りのコンポーネント２４０－２、…、ｎから要求される電圧
に変換して出力することができる。ＳＭＰＳは電圧器を含んでよく、ＯＬＥＤ駆動のため
のレベルを有する直流電圧が変圧器の１次側コイルに印加されると、コイル比に応じて多
様なレベルを有する直流電圧を２次側コイルに誘導することができる。このような過程を
通じて、ＳＭＰＳは１.１Ｖ、１.８Ｖ、３.３Ｖ、５Ｖ等のような多様な直流電圧を出力
してディスプレイパネルであるコンポーネント２４０－１を含む残りのコンポーネント２
４０－２、…、ｎに提供することができる。
【００８８】
　以上のような本発明の一実施形態によると、一つのＤＣ／ＤＣコンバータを用いてより
効率的にディスプレイ装置を構成する各コンポーネント２４０－１、２、…、ｎに駆動電
圧を印加することができる。
【００８９】
　ＯＬＥＤは、１２～１５Ｖの駆動電圧で光を発する発光素子である。従って、ディスプ
レイ装置２４０－１のＲＧＢ画素２４１－１をＯＬＥＤで実現すると、バックライトユニ
ットを用いて液晶表示装置を発光させる場合（例えば、２００～３００Ｖ）より小さい電
圧でディスプレイパネルであるコンポーネント２４０－１の駆動が可能である。一方、デ
ィスプレイ装置に備えられる各コンポーネント２４０－１、２、…、ｎは通常、ＯＬＥＤ
駆動電圧より小さいか、同一の電圧で駆動される。即ち、ＯＬＥＤ駆動電圧と各コンポー
ネント２４０－１、２、…、ｎの駆動電圧とが類似していることから、一つのＤＣ／ＤＣ
コンバータを通じて、それを構成する駆動電圧を生成することができる。
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【００９０】
　以下では、本発明に係るディスプレイ装置のディスプレイパネル２４０－１のＲＧＢ画
素２４１－１の回路構成に対して詳細に説明する。
【００９１】
　図５は、本発明の一実施形態に係るディスプレイパネルのＲＧＢ画素の回路構成図であ
る。
【００９２】
　図５に示すように、ディスプレイパネル２４０－１の各ＲＧＢ画素２４１－１は、ＯＬ
ＥＤとＯＬＥＤに電流を供給するための画素回路２４１－１’を含む。
【００９３】
　ＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路２４１－１’に接続され、カソード電極は第２電
源（ＥＬＶＳＳ）に接続される。このようなＯＬＥＤは、画素回路２４１－１’から供給
される電流に対応して所定の輝度の光を生成する。図示のように、ＲＧＢ画素２４１－１
に備えられる画素回路２４１－１’は３つのトランジスタ（Ｍ１ないしＭ３）および２つ
のキャパシタ（Ｃ１、Ｃ２）を備えることができる。ここで、第１トランジスタ（Ｍ１）
のゲート電極は走査ライン（Ｓ）に接続され、第１電極はデータライン（Ｄ）に接続され
、第１トランジスタ（Ｍ１）の第２電極は第１ノード（Ｎ１）に接続される。
【００９４】
　即ち、第１トランジスタ（Ｍ１）のゲート電極には、走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））が入
力され、第１電極にはデータ信号（Ｄａｔａ（ｔ））が入力される。なお、第２トランジ
スタ（Ｍ２）のゲート電力は、第２ノード（Ｎ２）に接続され、第１電極は第１電源（Ｅ
ＬＶＤＤ（ｔ））に接続され、第２電源は有機発光素子のアノード電極に接続される。こ
こで、第２トランジスタ（Ｍ２）は駆動トランジスタとしての役割を果たす。
【００９５】
　なお、第１ノード（Ｎ１）と第２トランジスタ（Ｍ２）の第１電極、即ち、第１電源（
ＥＬＶＤＤ（ｔ））の間に第１キャパシタ（Ｃ１）が接続され、第１ノード（Ｎ１）と第
２ノード（Ｎ２）の間には、第１キャパシタ（Ｃ２）が接続される。なお、第３トランジ
スタ（Ｍ３）のゲート電極は制御ライン（ＧＣ）に接続され、第１電極は第２トランジス
タ（Ｍ２）のゲート電極と接続され、第２電極は有機発光素子のアノード電極、即ち、第
２トランジスタ（Ｍ２）の第２電極と接続される。
【００９６】
　それにより、第３トランジスタ（Ｍ３）のゲート電極には制御信号（ＧＣ（ｔ））が入
力され、第３トランジスタ（Ｍ３）がターンオンされた場合、第２トランジスタ（Ｍ２）
はダイオードと接続され、有機発光素子のカソード電極は第２電源（ＥＬＶＳＳ（ｔ））
と接続される。
【００９７】
　以下では、本発明に係るＯＬＥＤで構成される複数のＲＧＢ素子を含むディスプレイパ
ネルに電源を供給する電源供給装置について詳細に説明する。
【００９８】
　図６は、本発明の一実施形態に係るＯＬＥＤで構成される複数のＲＧＢ画素を含むディ
スプレイパネルに電源を供給する電源供給装置のブロック図である。
【００９９】
　図６に示すように、電源供給装置は、ＰＦＣ部６１０と、ＤＣ／ＤＣコンバータ６２０
および制御部６３０を含む。ここで、電源供給装置は、図４に示すように、ＯＬＥＤで構
成された複数の画素を含むディスプレイパネル２４０－１を備えたディスプレイ装置に使
用されてよい。ここで、ディスプレイ装置は有機電界発光表示装置であってよい。
【０１００】
　このようなディスプレイ装置のディスプレイパネル２４０－１に電源を供給する電源供
給装置は、ＥＬＶＤＤ電源およびＥＬＶＳＳ電源を供給することができる。ここで、電源
供給装置は、ＥＬＶＤＤ電源およびＥＬＶＳＳ電源を供給するだけでなく、ディスプレイ
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装置を構成して電源を必要とするすべての構成にも駆動電源を供給することができる。
【０１０１】
　ＰＦＣ部６１０は、入力電圧の力率を補償してＤＣ／ＤＣコンバータ６２０に出力する
ことができる。即ち、ＰＦＣ部６１０は、図３または図４に示すように、整流部２２０に
よって入力された交流電圧が整流されて直流電圧で生成されると、整流された直流電圧の
力率を補償してＤＣ／ＤＣコンバータ６２０に出力することができる。通常、有機電界発
光表示装置であるディスプレイ装置で、ＰＦＣ部６１０の出力は４００Ｖ程度であってよ
い。
【０１０２】
　ここで、ＰＦＣ部６１０は、電源供給装置の電力効率を向上させるために、節電回路を
追加したものとして、瞬間的なパワー漏れのおそれがあるトランス、安定器のような構成
に供給される電力を調整する。即ち、ＰＦＣ部６１０は、電力消費量を減少させ、電流が
熱に切り替わって温度が上昇することを遮断することにより、電力効率を向上させること
ができる。
【０１０３】
　具体的に、ＰＦＣ部６１０は、インダクタやダイオード、キャパシタ、スイッチング手
段を含んで構成されてよい。ここで、インダクタとキャパシタは、ダイオードの両端に各
々接続され、スイッチング手段はインダクタとダイオードの接点に接続されてよく、スイ
ッチング手段は、トランジスタとして使用されてよい。このようなＰＦＣ部６１０の具体
的な回路図は省略する。このようなＰＦＣ部６１０は、ブーストトポロジー（Ｂｏｏｓｔ
　Ｔｏｐｏｌｏｇｙ）であってよい。
【０１０４】
　ＤＣ／ＤＣコンバータ６２０は、ＰＦＣ部６１０の出力直流電圧の大きさを変換する。
なお、ＤＣ／ＤＣコンバータ６２０は、図４に示すように、大きさが変換された直流電圧
をディスプレイ装置のディスプレイパネル２４０－１に提供することができる。ここで、
ＤＣ／ＤＣコンバータ６２０は従来の周知のＤＣ／ＤＣコンバータ回路を使用して構成さ
れてよい。制御部６３０は、電源供給装置の動作全般を制御する。具体的に、制御部６３
０は、ＰＦＣ部６１０と、ＤＣ／ＤＣコンバータ６２０を制御することができる。
【０１０５】
　なお、制御部６３０は、ディスプレイパネル２４０－１の動作状態に応じて、ＰＦＣ部
６１０をＯＮ／ＯＦＦ制御することができる。即ち、制御部６３０は、ディスプレイパネ
ル２４０－１がデータ電圧チャージング動作を行う間には、ＰＦＣ部６１０をＯＦＦさせ
、ディスプレイパネル２４０－１が発光動作を行う間には、ＰＦＣ部６１０をＯＮさせて
よい。
【０１０６】
　ここで、ディスプレイパネル２４０－１がデータ電圧チャージングを行うデータ電圧チ
ャージング区間は、図４に示すように、ディスプレイ装置の走査駆動部２８０が複数の走
査線（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ－１、Ｓｎ）を通じて走査信号を提供してスイッチングトラ
ンジスタ（Ｔ１）をターンオンさせ、ディスプレイ装置のデータ駆動部２７０が複数のデ
ータライン（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ－１、Ｄｍ）を通じてデータ信号を提供し、複数の画
素に含まれたキャパシタ（Ｃ）をチャージさせる区間である。このとき、キャパシタ（Ｃ
）は提供されたデータ信号をデータ電圧で保存する。
【０１０７】
　データ電圧チャージング区間の間に、ＤＣ／ＤＣコンバータ６２０でディスプレイパネ
ル２４０－１に含まれた複数の画素に提供されるＥＬＶＤＤ電圧は第１電圧レベルであっ
てよい。
【０１０８】
　なお、ディスプレイパネル２４０－１が発光を行う発光区間は、ディスプレイ装置の走
査駆動部２８０が複数の走査線（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ－１、Ｓｎ）を通じて提供される
走査信号を遮断し、ＥＬＶＤＤを通じて一定レベルの電圧を提供し、駆動トランジスタ（
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Ｔ２）がキャパシタ（Ｃ）に保存されたデータ電圧としきい電圧に対応する駆動電流を発
生してＯＬＥＤが発光する区間である。このとき、ＯＬＥＤは、駆動電流に対応して発光
するようになる。
【０１０９】
　発光区間の間にＤＣ／ＤＣコンバータ６２０でディスプレイパネル２４０－１に含まれ
る複数の画素に提供されたＥＬＶＤＤ電圧は第２電圧レベルであってよい。即ち、制御部
６３０は、ＤＣ／ＤＣコンバータ６２０から出力されたＥＬＶＤＤ電圧のレベルを検出し
、検出された電圧レベルが第１電圧レベルである場合、データ電圧チャージング区間であ
ると判断することができる。なお、制御部６３０は、ＤＣ／ＤＣコンバータ６２０から出
力されたＥＬＶＤＤ電圧のレベルを検出し、検出された電圧レベルが第２電圧レベルであ
る場合、発光区間と判断してよい。
【０１１０】
　制御部６３０は、データ電圧チャージング区間と判断される場合、ＰＦＣ部６１０をＯ
ＦＦさせることができる。なお、制御部６３０は、発光区間と判断される場合、ＰＦＣ部
６１０をＯＮさせることができる。即ち、制御部６３０は、ＰＦＣ部６１０に含まれたス
イッチング素子を制御することにより、ＰＦＣ部６１０のＯＮ／ＯＦＦを制御することが
できる。
【０１１１】
　上述のように、制御部６３０がデータ電圧チャージング区間にＰＦＣ部６１０をＯＦＦ
するように制御することにより、データ電圧チャージング区間の間、ＰＦＣ部６１０で消
耗される電力の分だけ得することができる。即ち、従来の電圧供給装置をそのまま適用す
る場合、有機電界発光表示装置であるディスプレイ装置の駆動特性（即ち、データ電圧チ
ャージング区間にはＯＬＥＤに電流が提供されず、発光区間にのみＯＬＥＤに電流が提供
される特性）を反映していないため、データ電圧チャージング区間にも、ＰＦＣ部６１０
は動作するようになり、それにより、無駄な電力の損失が生じていた。従って、本発明の
一実施形態に係る電源供給装置によると、電力効率を向上させることができる。
【０１１２】
　なお、制御部６３０は、データ電圧チャージング区間が終了する時点から予め設定され
た時間の前に、ＰＦＣ部６１０をオンさせることができる。即ち、制御部６３０はデータ
電圧チャージング区間の間、ＰＦＣ部６１０をオフさせる。この場合、ＰＦＣ部６１０は
、キャパシタを備えているため、キャパシタにチャージングされた電圧をＤＣ／ＤＣコン
バータ６２０に提供し、それにより、ＰＦＣ部６１０のチャージング電圧のレベルは減少
する。その後、発光区間に至ると、ＰＦＣ部６１０はオンされ、それによって提供される
ＰＦＣ部６１０の出力が予め設定された電圧レベルに届くまでの時間がかかってしまう。
従って、制御部６３０は、データ電圧チャージング区間が終了する時点から予め設定され
た時間の前（即ち、発光区間開始時点に電圧レベルが予め設定されたレベルが到達できる
ようにする時間の前）にＰＦＣ部６１０をオンさせることができる。
【０１１３】
　なお、制御部６３０は、ＰＦＣ部６１０がＯＦＦとなった状態でＰＦＣ部６１０の出力
電圧が予め設定されたレベル以下になると、ＰＦＣ部６１０をＯＮさせるように制御する
ことができる。即ち、データ電圧チャージング区間の間、ＰＦＣ部６１０の出力電圧が予
め設定されたレベル（Ｖｍｉｎ）以下である場合、ＰＦＣ部６１０をオフさせたＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ６２０だけの電力効率が、ＰＦＣ部６１０をオンさせた状態で、ＤＣ／ＤＣ
コンバータ６２０を通過する電力効率より落ちることがある。従って、制御部６３０は、
ＰＦＣ部６１０の出力電圧が予め設定されたレベル（Ｖｍｉｎ）以下になると、ＰＦＣ部
６１０をオンさせるように制御することができる。
【０１１４】
　これまで、本発明に係るディスプレイ装置と電源供給装置の各構成について詳細に説明
してきた。以下では、本発明に係る電源供給装置でディスプレイ装置のＯＬＥＤで構成さ
れた複数の画素を含むディスプレイパネルに電源を供給する方法について詳細に説明する
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【０１１５】
　図７は、本発明の一実施形態に係る電源供給装置からＯＬＥＤで構成された複数の画素
を含むディスプレイパネルを備えたディスプレイ装置に電源を供給する方法のフローチャ
ートである。
【０１１６】
　図７に示すように、電源供給装置はＰＦＣ部を用いて入力電圧の力率を補償する（Ｓ７
１０）。その後、電源供給装置は、入力電圧の力率を補償して出力された直流電圧を大き
さを変換してディスプレイパネルに提供する（Ｓ７２０）。それから、電源供給装置はデ
ィスプレイパネルの動作状態に応じて、ＰＦＣ部をオン／オフ制御する（Ｓ７３０）。以
下、図８を参照してより詳細に説明する。
【０１１７】
　図８は、本発明の一実施形態に係る電源供給装置からディスプレイ装置に電源を供給す
る方法に対する細部フローチャートである。
【０１１８】
　図８に示すように、電源供給装置は、ＰＦＣ部を介して入力電圧の力率を補償する（Ｓ
８１０）。補償により、入力電圧に対する直流電圧が出力されると、電源供給装置は出力
された直流電圧の大きさを変換してディスプレイ装置に備えられたディスプレイパネルに
提供する（Ｓ８２０）。その後、電源供給装置は、ディスプレイパネルに提供した直流電
圧のレベルを検出し、その検出された直流電圧のレベルが第１レベルかをチェックする（
Ｓ８３０、Ｓ８４０）。チェックの結果、検出された直流電圧のレベルが第１レベルであ
る場合、電源供給装置はディスプレイパネルがデータ電圧チャージング動作を行うと判断
してＰＦＣ部をオフさせる（Ｓ８５０）。一方、チェックの結果、検出された直流電圧の
レベルが第１レベルではない場合、電源供給装置は検出された直流電圧のレベルが第２レ
ベルと判断する。従って、電源供給装置は、ディスプレイパネルが発光動作を行うと判断
してＰＦＣ部をオンさせる（Ｓ８６０）。
【０１１９】
　このように、ディスプレイパネルに提供する直流電圧のレベルに応じて、ＰＦＣ部のオ
ン／オフ動作を行う電源供給装置は、データ電圧チャージング区間が終了する時点から予
め設定された時間の前にＰＦＣ部をオンさせることができる。なお、電源供給装置は、Ｐ
ＦＣ部がオフされた状態で、ＰＦＣ部の出力電圧が予め設定されたレベル以下になると、
ＰＦＣ部をオンさせてよい。
【０１２０】
　一方、上述の本発明の多様な実施形態によると、電源供給装置はデータ電圧チャージン
グ区間にＰＦＣ部をオフさせることにより、データ電圧チャージング区間の間に、ＰＦＣ
部で消耗される電力の分だけ得することができる。それにより、電力効率を向上させるこ
とができる。これまで、本発明に係る電源供給装置、電源供給方法およびＯＬＥＤディス
プレイ装置について詳細に説明してきた。
【０１２１】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明は以上の実施形態に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的趣旨の範疇内において、各種の変
更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の
技術的範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【０１２２】
２１０　電源供給部
２２０　整流部
２２１　ＰＦＣ部
２３０　電圧レベル変換部
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２４１－１　コンポーネント１
２４１－２　コンポーネント２
２４１－ｎ　コンポーネントｎ
２５０　制御部
２６０　インターフェース部
２７０　データ駆動部
２８０　走査駆動部
２９０　電圧駆動部
６１０　ＰＦＣ部
６２０　ＤＣ／ＤＣコンバータ
６３０　制御部

【図１】

【図２】

【図３】
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摘要(译)

要解决的问题提供包括OLED的显示装置及其供电方法。 公开了一种电源装置，电源方法和OLED显示装置。根据本发明的OLED
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的输入并且电压电平转换器转换电压电平并且通常将其提供给多个组件。 点域4
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